
効率的雨水管理支援事業制度～雨に強いまちづくりの推進～

H28年度新規事業への取組
～安全・安心を守るための防災・減災、老朽化対策～

方針２ 浸水シミュレーションを活用して、段階的・効率的な運用・管理の提案（対策効果の見える化）

方針１ 雨の目標レベルを強化し、安全なまちづくりに貢献

①地下街の地区や浸水発生地域の目標レベルを強化
②降雨特性（超過降雨）を反映した照査降雨の設定

国が示している支援メニュー

・既存ストックの調査

・水位モニタリングの実施

・既往降雨等の調査

・浸水被害の再現・浸水原因把握

・既存ストックの整備水準の把握

・内水ハザードマップの作成、公表

・対策効果・段階的発現効果を検証

・超過降雨に対する浸水安全度の把握

・関係者との連携・情報共有の推進

浸水リスク解消に向けて、既存ストックを活用した迅速かつ経済的な対策を提案

【用語解説】
照査降雨：地域で発生した超
過降雨や想定される降雨
1D：管渠網の解析
2D：地表面の氾濫解析

目標
レベル
の強化

既往最大降雨等
の照査降雨

照査降雨の設定：地域特性や
降雨特性を考慮して設定

貯留管やネットワーク管など既存

施設を活用する対策を採用

水位モニタリング等を実施し、的
確なシミュレーションモデルの構築

計画・照査降雨を用いてシミュレーション
を実施し、浸水安全度・を評価

段階的な対策効果の把握や照査降雨
による安全性検証の実施

目標設定・方針

・超過降雨に対応
・水位等モニタリングの実施
・既存ストックを活用
・地下街等地区の特性を考慮

設計・評価手法

・シミュレーションによる評価
・計画降雨及び照査降雨の適用
・圧力状態の許容
・地表面の浸水深（リスク）を評価

整備手法・対策効果

・ハード・ソフト対策
・貯留やネットワーク化によるリスク平準化
・段階的な施設設置効果を評価
・超過降雨に対する安全性を評価



②将来事業費の把握

→ 長期の見通しを立て、計画的な事業執行

・リスク評価を含めた優先順位付けと予算制
約のバランスを検討

・中長期事業計画を策定し、全体の改築需
要を把握

施設ごとの長寿命化計画 から 事業体全体のストックマネジメントへの転換 ：持続可能な事業実施の推進

下水道ストックマネジメント支援制度～効率的な施設管理の推進～

①資産情報、改築・点検・修繕時期の把握

→ 情報をデータ化し一元管理

・すべての部署が参画し、職員が同じ管理単
位で議論できる仕組みを構築

・現場のデータは、必要データを抽出・活用

リスク評価

③経営状況の見える化

・長期事業計画と財政収支計画の連動により、
事業費と財政状況のバランスを検討

・直近5~10年の対策が必要な施設について
は、設計部署にデータ提供

地方公共団体の状況（要望、情報の蓄積状
況等）に応じて、多様な手法や成果を提案・
提供いたします。

当社支援ツール

対策を先送りするとリスクが高ま
るため、様々なケースから最適

案を選定します

データ抽出

方針１ 長期的な改築需要を策定

方針２ 投資と財源の調整を実施（計画的に予

算や補助金確保するため平準化を実施）

方針３ 「事業計画」や「経営戦略」に反映

※日本水工設計では、AM支援ツール「AssetMan®」を保有しています


